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卵巣癌化学 療法 に伴 う血 小板減 少 に対 す る

人 参養栄湯 の 効果

自治 医科大学産婦人科

（一）鈴木光明，大和田倫孝，糸井英雄，本松　茂，玉田太 朗

【目的】卵巣癌の 化学療法に お い て は cisplaLin が kcy　drug で あ るか，強い 抗腫瘍効果

を もつ 反面，骨髄抑制作用も強 く，血球減少が dose　 limiting　 factor の
一一一

つ に な っ て い

る。我々 は，漢方 エ キ ス 製剤の
一

つ で あ る人参養栄湯 （EK −・108，カ ネ ボ ウ薬品 ）の 骨髄

機能賦活作用 に 期待 し，当薬剤の 化学療法 に 伴う血球滅少 の 防止効果に つ い て 検討 した。

【対象 ・
方 法】 自治医科 大学産婦人科に お い て CAP 療 法 （cisplatin ，　 cycl （〕phosphamide ，

adriamycin ）を施行 した 24例の 卵巣癌 ， 子宮頸癌 ・ 体癌の 各 1例，計 26 例を対象と した 。

人 参養栄湯投与群 〔以下投与群）は 12例，人 参養栄湯非投 与群 （以 下 コ ン ト ロ ール ）は 14

例で ある。背景因子 に は偏りはみ られな い
。 人 参養栄湯 エ キ ス 製剤は CAP 療法 開始時 よ

り 玉回 2．5g ， 1日 3回， 12週間以 卜投与した 。 臨床検査 項目は，末梢血中自血球，赤血球 ，

血 小板数 ヘ マ トク リ ッ ト，ヘ モ グロ ビ ン 値，お よ び肝 ・腎機能で あ る 。

【結果】 白血球 に 関 して は，投与群と コ ン トロ
ール の闇に 有意 な差は み られ なか っ た 。 血

小板に つ い て は，投与群 に お い て nadir か ら の 回復が速 く， 21 日 目に前値に 復した。ま た ，

投与前値を 100 と した と き の 推移 （％）か ら検討す る と，21 日目に 投与群が 109．2％ を 示

した の に 対 し， コ ン ト ロ
ー

ル は 75．9％で，両者の 間に 有意差が 認め られ た （p く 0．01 ）。

赤血球，ヘ モ グ ロ ビ ン
，

ヘ マ ト ク リ ッ ト値に は変化が なか っ た。肝 ・腎機能 に は異常 は見

られな か っ た 。 重篤 な 副作用 もみ られ なか っ た 。

【考察】人参養栄湯 は
， 造血 系に対する 作用 もある とい われ て お り，多能性幹細胞の 分化

・増殖促進作 弔を有す る と の 報告が あ る。我 々 の 今回 の 結果で は ，白血球系に対す る作用

は見出せ なか っ たか，血小板 に対 して は回復促進作用の ある こ とが 示 唆さ れ た。作用機序

は不 明だ が ， interleukin　6 を介 して 働 い て い る可能牲が示唆され る。 諸検査 お よび 自

覚症状 か ら， 重篤な副作用はみ られず，安全性 の 高 い 薬剤で あ る と考え られ た。

　【結論 】人 参養栄湯 は，化学療法に 伴 う血小板減少に 対 して 回復促 進作 用 の あ る こ とが 示

唆され た 。 血小板に 対 して 有効な薬剤がほ とん どみ られ ない 現状 にあ っ て は，人参養栄湯

は意義の あ る薬剤 と考え られ る 。
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